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私
は
、
学
校
医
と
し
て
小

学
6
年
生
に
「
が
ん
教
育
」

を
行
な
っ
て
い
る
。
2
年
目

と
な
っ
た
今
年
度
は
、
ク
ラ

ス
ご
と
に
3
コ
マ
ず
つ
の
保

健
の
授
業
を
組
ん
だ
。
1
コ

マ
目
は
、「
が
ん
に
対
す
る

知
識
」、「
が
ん
を
防
ぐ
た
め

の
生
活
習
慣
」
の
授
業
と
グ

ル
ー
プ
で
の
作
業
。
1
週
間

後
の
2
コ
マ
目
は
、
各
自
が

調
べ
て
き
た
知
識
を
も
と
に

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
発
表
、

そ
れ
に
対
す
る
講
評
、
振
り

返
り
を
行
っ
た
。
学
級
担

任
、
養
護
教
諭
と
学
校
医
に

よ
る
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
で
あ
る
。
そ
の
翌
日
の
3

コ
マ
目
は
、
教
員
免
許
を
持

つ
林
和
彦
・
東
京
女
子
医
大

が
ん
セ
ン
タ
ー
教
授
が
、

「
が
ん
検
診
」、「
治
療
」、

「
が
ん
患
者
さ
ん
の
気
持

ち
」
に
触
れ
、「
身
近
な
人

が
が
ん
に
か
か
っ
た
と
き
、

自
分
た
ち
に
は
何
が
で
き
る

か
」
を
み
な
で
考
え
た
。

　

続
い
て
の
学
校
保
健
委
員

会
の
時
間
で
は
、
体
育
館
で

小
学
1
年
生
か
ら
5
年
生
ま

で
の
全
児
童
と
保
護
者
、
教

職
員
、
地
域
の
方
々
に
向
け

て
、
私
が
「
い
の
ち
の
は
な

し
」
を
語
っ
た
。「
い
の
ち

は
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
た
時

間
」
で
あ
る
と
い
う
日
野
原

重
明
先
生
の
言
葉
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
私
が
医
師
と

し
て
こ
れ
ま
で
看
取
っ
て
き

た
患
者
さ
ん
達
の
こ
と
を
話

し
、「
死
ぬ
と
は
？
」、「
生

き
て
い
る
と
は
？
」
を
そ
れ

ぞ
れ
の
心
で
感
じ
て
も
ら
っ

た
。  

　

自
分
の
か
ら
だ
の
調
子
を

知
る
こ
と
、
し
っ
か
り
と
食

べ
、
か
ら
だ
を
動
か
し
、
疲

れ
た
ら
は
や
く
休
む
こ
と
。

自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

他
の
人
に
対
し
て
思
い
や
り

の
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
こ

と
。
お
わ
り
に
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
オ
ス
ラ
ー
先
生
が
医
学
教

育
の
中
で
語
っ
た
「
自
分
の

目
で
見
て
、
聞
い
て
、
心
で

感
じ
な
さ
い
」、「
医
学
は
患

者
と
共
に
あ
る
」、「
患
者
一

人
一
人
を
気
遣
っ
て
ほ
し

い
、
心
を
柔
軟
に
し
て
、
優

し
い
気
持
ち
を
常
に
持
ち
続

け
て
ほ
し
い
」
を
紹
介
し
、

は
な
し
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

1
月
下
旬
に
文
部
科
学
省

が
東
京
で
開
催
し
た
「
が
ん

教
育
外
部
講
師
研
修
会
」
に

は
、
全
国
か
ら
多
く
の
学
校

医
、
が
ん
専
門
医
等
が
参
集

し
た
。
全
国
で
「
が
ん
教

育
」
の
準
備
、
実
践
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
フ
ロ
ア
か
ら

発
言
さ
れ
た
埼
玉
医
大
呼
吸

器
外
科
の
儀
賀
理
曉
准
教
授

（
72
回
）
は
新
宿
区
、
中
野

区
、
杉
並
区
の
エ
リ
ア
で
活

動
さ
れ
て
い
る
。

　

学
校
医
や
が
ん
専
門
医
の

三
四
会
会
員
の
活
動
が
期
待

さ
れ
る
。

（
近
藤
医
院
院
長

 

近
藤
太
郎 

68
回
）

医
学
部
１
１
２
名
が

　
　
　

社
会
へ
と
は
ば
た
く

第113回医師国家試験
第113回医師国家試験 新卒合格率順位

順位 大学名 合格率（%）合格者数/受験者数
1 自治医科大学 100 124/124
2 順天堂大学 99.2 119/120
3 弘前大学 98.3 116/118
4 東京慈恵会医科大学 98.2 111/113
5 札幌医科大学 98.0 98/100
6 大阪市立大学 97.8 88/90
7 横浜市立大学 97.6 82/84
8 昭和大学 97.4 113/116
9 筑波大学 97.4 111/114
10 杏林大学 97.3 108/111
11 東京医科歯科大学 97.1 104/107
12 岐阜大学 96.9 93/96
13 滋賀医科大学 96.6 113/117
14 聖マリアンナ医科大学 96.6 112/116
15 藤田医科大学 96.5 111/115
16 慶應義塾大学 96.4 107/111

慶應義塾大学の医師国家試験の新卒合格者数推移
年次 　 新卒合格者数 新卒合格率
2019年 第113回 107/111 96.7%
2018年 第112回 110/110 100%
2017年 第111回 107/110 97.3%
2016年 第110回 105/108 97.2%
2015年 第109回 108/108 100%
2014年 第108回 101/103 98.1%
2013年 第107回 95/97 97.9%
2012年 第106回 98/98 100%
2011年 第105回 96/97 99.0%
2010年 第104回 100/105 95.2%

　

新
病
院
棟
建
設
募
金
事
業

に
三
四
会
員
か
ら
も
授
っ
た

多
大
な
ご
協
力
に
よ
り
、
既

に
１
号
館
の
開
院
に
こ
ぎ
つ

け
ま
し
た
こ
と
は
、
我
々
に

と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
す
。

工
事
に
つ
い
て
は
な
お
、
病

院
玄
関
部
分
や
旧
病
院
棟
の

取
り
壊
し
、
２
号
館
の
改
修

な
ど
、
途
半
ば
で
は
あ
り
ま

す
が
、
基
金
の
た
め
の
募
金

事
業
は
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ご
協
力
に
対
し
て
慶

應
義
塾
が
感
謝
の
意
を
表
す

と
と
も
に
、
多
大
な
ご
貢
献

を
賜
っ
た
方
々
お
よ
び
法
人

・
団
体
の
お
名
前
を
病
院
棟

に
銘
板
と
し
て
掲
出
す
る
計

画
が
決
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
よ
う
や
く
完
成
し
、
１

号
館
の
１
階
ホ
ス
ピ
タ
ル
モ

ー
ル
の
壁
面
に
設
置
が
完
了

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
今
回
の
銘
板
掲
出
者

は
、
２
０
１
３
年
か
ら
５
年

間
に
亘
る
期
間
お
よ
び
塾
創

立
１
５
０
年
記
念
事
業
の
募

金
活
動
終
了
後
で
、
２
０
１

３
年
ま
で
に
ご
寄
付
を
賜
り

新
病
院
棟
建
設
募
金
事
業

寄
付
者
銘
板
設
置

末
岡 　

浩（
59
回
）

三
四
会
新
病
院
棟
建
設
募
金
委
員
長

ま
し
た
方
を

対
象
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

病
院
棟
へ

お
寄
り
い
た

だ
き
ま
し
た

際
に
ご
高
覧

い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で

す
。

　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
小
児

科
（
教
授
：
高
橋
孝
雄
）
に

て
、
２
６
８
グ
ラ
ム
で
妊
娠

24
週
に
出
生
し
た
超
低
出
生

体
重
児
の
男
児
（
有
光
威
志

助
教
、
飛
彈
麻
里
子
准
教

授
、
勝
又
徳
子
師
長
）
が
、

産
科
・
小
児
医
療
チ
ー
ム
と

ご
家
族
が
一
丸
と
な
っ
て

evidence-based medicine

とdevelopmental care

（
赤

ち
ゃ
ん
に
一
番
優
し
い
ケ

ア
）
を
心
が
け
た
診
療
を
行

い
、
２
０
１
９
年
２
月
に
生

後
５
か
月
体
重
３
２
３
８
グ

ラ
ム
で
退
院
し
ま
し
た
。
大

き
な
合
併
症
も
無
く
元
気
に

退
院
し
た
男
児
と
し
て
は
、

世
界
で
一
番
小
さ
い
赤
ち
ゃ

ん
で
す
。

　

新
生
児
医
療
の
進
歩
は
め

ざ
ま
し
く
、
日
本
に
お
い
て

１
０
０
０
グ
ラ
ム
未
満
で
出

生
す
る
超
低
出
生
体
重
児
の

救
命
率
は
最
近
で
は
約
90
％

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
出
生
体
重
３
０
０
グ
ラ

ム
未
満
で
は
救
命
率
は
50
％

以
下
で
、
心
不
全
、
失
明
、

難
聴
な
ど
が
起
こ
る
リ
ス
ク

が
50
％
以
上
に
な
り
ま
す
。

特
に
男
児
の
救
命
は
女
児
に

比
べ
て
格
段
に
難
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
９
年

２
月
時
点
の
ア
イ
オ
ワ
大
学

の
デ
ー
タ
ベ
ー
スThe 

Tiniest Babies

に
よ
る
と
、

過
去
に
世
界
で
出
生
体
重
３

０
０
グ
ラ
ム
未
満
で
生
存
退

院
し
た
児
は
23
人
で
す
が
、

そ
の
う
ち
男
児
は
４
人
に
過

ぎ
ず
、
男
児
の
救
命
は
女
児

の
約
６
倍
難
し
い
と
言
え
ま

す
。

　

日
本
は
新
生
児
死
亡
率
が

世
界
一
低
く
、
周
産
期
医
療

の
治
療
成
績
が
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
で
す
。
そ
の
理
由
と

し
て
、
全
国
に
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
妊
娠
中
の
母

体
管
理
体
制
が
整
っ
て
い
る

こ
と
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
整
備
と

医
療
技
術
が
進
歩
し
て
い
る

こ
と
、
医
療
費
の
補
助
が
あ

る
こ
と
、
医
療
従
事
者
が
献

身
的
に
努
力
し
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
の
小

児
科
は
、
こ
れ
ま
で
に
妊
娠

23
週
2
８
９
グ
ラ
ム
で
出
生

し
た
女
児
の
赤
ち
ゃ
ん
（
１

９
９
９
年
）
や
、
妊
娠
25
週

２
６
５
グ
ラ
ム
で
出
生
し
た

女
児
の
赤
ち
ゃ
ん
（
２
０
０

７
年
、
当
時
世
界
で
２
番
目

に
小
さ
い
赤
ち
ゃ
ん
）
を
元

気
に
退
院
さ
せ
た
実
績
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
私
た

ち
が
診
療
さ
せ
て
頂
い
た
赤

ち
ゃ
ん
と
ご
家
族
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
２
６
８
グ
ラ

ム
の
赤
ち
ゃ
ん
の
経
験
が
医

療
の
発
展
に
繋
が
り
、
将
来

の
様
々
な
立
場
の
方
々
の
心

の
支
え
に
な
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。

 

（
有
光
威
志　

児
81
回
）

生後5日目

退
院
前
2
月

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
の
卒
業
式

　慶應義塾大学医学部三四会は2020年に発
足100年を迎えます。そこで三四会100年記
念事業実行委員会では、記念事業の一環と
して発足100年を記念するロゴマークの作
成を予定しており、そのデザインを募集い
たします。三四会100年の節目に、その足跡
や理念、将来像をイメージさせる創造性豊
かな作品の御応募をお待ちしております。

１．応募内容
　�慶應義塾大学医学部三四会100年記念を
PRするロゴマークデザイン
　▶▷�ポスター、チラシ、封筒、名刺、ウ

ェブサイトなど広範囲に利用可能な
もの

　▶▷�拡大・縮小・白黒での使用を考慮し
たもの

　▶▷�次のデザインを含まないもの
　　　慶應義塾のペンマーク、
　　　エンブレムマーク
　▶▷�パソコンを使用したデータ作品であ

ること
２．応募資格
　�慶應義塾大学医学部三四会正会員及び準
会員
３．応募締め切り
　　2019年８月31日（土）（必着）
４．応募方法
　�メールによる応募のみとします。文末の
事務局まで「応募希望」とご連絡頂き、
返信メールに記載された書式に従って御
応募下さい。
５．審査・決定
　�三四会100年記念事業実行委員会で厳正
に審査の上、採用作品を１点、三四会長

が決定します。
　　・�採用作品の決定は2019年９月上旬を

予定しています。採用者へは別途ご
連絡します。

　　・�採用作品は、採用決定次第に三四会
ホームページ、並びに医学部新聞で
公表します。

　　・�採用作品の応募者には金一封を贈呈
します。

　　・�納品までの間、修正依頼する場合が
あります。

６．注意事項
　・�採用作品の著作権・使用権等一切の権
利は、三四会に帰属するものとしま
す。

　・�応募作品は、応募者の自作・未発表作
品で、第三者の著作権・商標権等の権
利を侵害しないものに限ります。

　・応募作品は返却いたしません。
　・�採用する作品については、使用する上
で必要な修正を行うことがあります。

　・�応募者の個人情報は、本業務に関わる
業務でのみ使用します。ただし、採用
された作品及び作者名等は三四会ホー
ムページ等で公表予定です。

　・�応募に要する諸経費（制作費・郵送費
等）は全て応募者の負担とします。

　・�応募点数に制限はありません。ただ
し、１メール１案でお願いします。

７．お申込み・お問合せ先
　〒160-8582　東京都新宿区信濃町35
　慶應義塾大学医学部三四会事務局
　　　　　　　　　　（担当：田中）
　E-mail:info@sanshikai.jp
　Tel：03-5363-3735（直通）

慶應義塾大学医学部三四会100年記念ロゴマークの
デザイン募集について

268グラムの超低出生体重児

男児が元気に退院

三四会社会功労賞の推薦について
目的　�地域社会、社会貢献を通じて顕著な功績により三四会の名

誉を高めた三四会員を表彰し実学としての慶應医学の発展
を図る。

対象　１．�表彰目的に沿った優れた業績をあげた三四会正会員
（本塾関連病院のみではなく、研究施設、他大学、地
域で業績をあげている三四会員も含む）

　　　２．年齢は問わない。
　　　　　
推薦方法
　　　１．�推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学

医学部教授、慶應義塾大学関連病院会会員および他大
学教授（三四会員）とします。

　　　２．�推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式（三
四会社会功労賞推薦状）により候補者を推薦してくだ
さい。

　　　３．�締め切りは、2019年４月19日（金）必着、三四会事務局
宛とします。

　　　４．�提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、表彰目的に沿っ
た業績目録、客観的に評価しうる資料等、オリジナル
１部とコピー10セットが必要です。

　※推薦書のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
　URL:�http://www.sanshikai.jp/award/kourousyo/index.html

選考ならびに受賞
三四会長を委員長とする三四会社会功労賞選考委員会による厳正
な選考の結果、原則１名の受賞者を決定します。受賞者は2019年
６月15日（土）に予定されている三四会定例評議員会で表彰され、
賞状および副賞が授与されます。

三四会奨励賞の推薦について
Young�Investigator�Award,�Keio�University�School�of�Medicine�

Alumni�Association（Sanshikai）

目的　�若手の三四会会員の研究を奨励し、実学としての慶應医学
の発展を図る。

対象　１．�次の各分野ですぐれた業績をあげた三四会正会員で三
四会員として少なくとも１年は経過している者（本塾
関連病院のみではなく、研究施設、他大学、地域等で
業績をあげている三四会員も含む）

　　　　　対象となる分野
　� 　　イ、臨床医学　　ロ、基礎医学
　　　２．満40歳以下
推薦方法
　　　１．�推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学

医学部教授、慶應義塾大学関連病院会会員および他大
学教授（三四会員）とします。�

　　　２．�推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式（三
四会奨励賞推薦状）により候補者を推薦して下さい。�

　　　３．�推薦締切りは2019年4月19日（金）必着、三四会事務局
宛とします。�

　　　４．�提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、論文別刷（学術集
会発表の場合はそれを証明するコピーと800字程度の
抄録）、オリジナル１部とコピー10セットが必要です。�

　　　５．�対象となる研究が共著論文の場合は共著者の承諾書
（オリジナル１部とコピー10部）が必要となります。�

　※�推薦状、略歴、論文、共著者の承諾書を順に組んで１部とし、
コピーも同じ体裁に整えてください。

　※推薦状のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
　URL：http://www.sanshikai.jp/award/shourei/index.html

選考ならびに受賞
三四会奨励賞選考委員会による厳正な選考の結果、約８名程度の
受賞者を決定します。受賞者は2019年６月15日（土）に予定されて
いる三四会定例評議員会で表彰され、賞状および副賞が授与され
ます。

　

平
成
31
年
２
月
９
日
、
10

日
に
実
施
さ
れ
た
第
１
１
３

回
医
師
国
家
試
験
の
合
格
発

表
が
、
３
月
18
日
に
厚
生
労

働
省
よ
り
行
わ
れ
た
。

　

第
１
１
３
回
医
師
国
家
試

験
の
受
験
者
総
数
は
１
０
、

１
４
６
人
、
合
格
者
は
９
、

０
２
９
人
で
全
体
の
合
格
率

は
89
・
０
％
で
あ
り
、
昨

年
よ
り
１
・
１
％
低
下
し

た
。

　

合
格
基
準
は
、
①
必
修
問

題
80
％
（
１
６
０
／
２
０

０
）、 

②
一
般
お
よ
び
臨
床

実
地
問
題
70
・
６
％
（
２
０

９
／
２
９
６
、
昨
年
は
69
・

６
％
） 

③
禁
忌
肢
３
問
以
下

で
あ
っ
た
。 

　

昨
年
１
１
２
回
の
医
師
国

家
試
験
か
ら
、
３
日
間
５
０

０
問
か
ら
、
２
日
間
４
０
０

問
の
形
式
に
な
っ
た
。
第
１

１
２
回
医
師
国
家
試
験
か
ら

一
般
総
論
の
問
題
が
大
幅
に

Ｃ
Ｂ
Ｔ
に
委
譲
さ
れ
た
た

６
％
へ
と
上
昇
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
の
現
役
生

は
１
１
２
名
の
う
ち
、
１
０

７
名
が
合
格
、
４
名
が
不
合

格
、
１
名
が
欠
席
で
あ
っ
た

（
合
格
率
96
・
４
％
）。
既

卒
生
は
７
名
の
内
４
名
が
受

験
し
、
２
名
が
合
格
、
２
名

が
不
合
格
で
あ
っ
た
（
合
格

率
50
％
）。

　

慶
應
の
学
生
達
は
、「
全

員
合
格
」
を
合
い
言
葉
に
、

模
擬
試
験
で
成
績
が
悪
か
っ

た
学
生
に
、
良
か
っ
た
学
生

が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
つ
い

て
、
学
年
全
員
で
勉
強
し
て

き
た
。
今
回
、
残
念
な
が

ら
、
５
名
の
学
生
が
医
師
国

家
試
験
を
パ
ス
で
き
な
か
っ

た
。

　

医
師
国
家
試
験
は
知
識
を

問
う
試
験
で
あ
り
、
技
能
や

態
度
は
各
大
学
で
卒
業
時
に

PostCC-OSCE

（
臨
床
実
習

終
了
後
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
で
確
認

す
る
こ
と
が
全
国
の
大
学
で

進
め
ら
れ
て
い
る
。
慶
應
義

塾
大
学
で
も
、
今
年
度
か
ら

ト
ラ
イ
ア
ル
に
参
加
し
、
２

０
２
０
年
度
か
ら
は
全
医
学

部
で
正
式
実
施
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

（
医
学
教
育
統
轄
セ
ン
タ
ー

 

門
川
俊
明　

70
回
）

め
、
医
師
国
家
試
験
は
臨
床

医
学
の
試
験
と
な
り
、
今
年

の
問
題
を
見
て
も
、
臨
床
重

視
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
、

臨
床
実
習
で
き
ち
ん
と
臨
床

現
場
を
見
て
い
る
か
を
問
わ

れ
る
問
題
が
多
く
な
り
、
そ

の
傾
向
は
定
着
し
て
い
る
。

今
回
は
、
標
準
的
な
問
題
が

多
く
、
難
易
度
は
や
や
低
下

し
た
印
象
が
あ
り
、
一
般
お

よ
び
臨
床
実
地
問
題
の
合
格

基
準
は
69
・
６
％
か
ら
70
・

　

先
日
平
成
30
年
度
卒
業
式

が
３
月
25
日
、
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
展
示
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
。
卒
業
生
や
彼
ら
を
祝
福

す
る
家
族
で
賑
わ
う
中
、
式

典
は
午
前
10
時
に
開
始
さ
れ

た
。

　

塾
歌
斉
唱
よ
り
始
ま
っ
た

式
典
で
は
、
ま
ず
青
山
藤
詞

郎
常
任
理
事
に
よ
る
学
事
報

告
が
な
さ
れ
、
各
学
部
の
卒

業
生
数
お
よ
び
表
彰
者
数
が

読
み
上
げ
ら
れ
た
。
平
成
30

年
度
の
合
計
卒
業
者
数
は
合

計
６
３
２
４
人
、
う
ち
医
学

部
の
卒
業
生
数
は
１
１
２
名

で
あ
っ
た
。
次
に
各
学
部
の

代
表
者
へ
の
学
位
記
授
与
が

行
わ
れ
、
医
学
部
か
ら
は
小

関
真
子
君
が
受
領
代
表
と
な

っ
た
。
続
い
て
の
各
種
表
彰

で
は
、
大
学
表
彰
規
程
に
よ

る
表
彰
、
す
な
わ
ち
医
学
部

首
席
と
し
て
石
山
貴
博
君
が

表
彰
を
受
け
た
。
次
に
小
泉

体
育
努
力
賞
と
し
て
、
医
学

部
か
ら
端
艇
部
２
名
、
水
泳

部
11
名
、
競
走
部
１
名
、
空

手
部
３
名
、
ゴ
ル
フ
部
９
名

が
表
彰
さ
れ
た
。
最
後
に
小

泉
体
育
奨
励
賞
や
塾
長
奨
励

賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

各
種
表
彰
の
終
了
後
、
長

谷
山
彰
塾
長
が
式
辞
を
述
べ

た
。
塾
長
は
、
今
年
度
の
卒

業
者
が
在
籍
し
た
間
に
多
く

の
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
を

初
め
に
話
さ
れ
た
。
１
８
９

０
年
に
福
澤
先
生
が
米
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
か
ら
３
名
の
先

生
を
主
任
教
授
と
し
て
迎
え

た
大
学
部
開
設
か
ら
２
０
１

５
年
で
１
２
５
年
と
な
る
節

目
で
あ
り
、
同
時
に
湘
南
藤

沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）

も
開
設
25
周
年
、
慶
應
Ｎ
Ｙ

学
院
も
25
周
年
を
迎
え
た
。

医
療
系
学
部
に
お
い
て
も
出

来
事
は
多
々
あ
り
、
２
０
１

８
年
に
は
医
学
部
１
０
０
周

年
に
関
連
し
て
新
病
棟
が
開

院
、
看
護
医
療
学
部
は
開
設

１
０
０
年
、
薬
学
部
も
発
足

10
周
年
を
迎
え
た
。
関
連
し

て
、
長
谷
山
塾
長
は
三
学
部

合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
慶
應
１
５
０
周
年

の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

日
吉
記
念
館
の
建
て
替
え
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
一
方
、

式
が
執
り
行
わ
れ
た
横
浜
は

福
澤
先
生
に
ゆ
か
り
の
あ
る

地
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
若

き
日
の
福
澤
先
生
が
横
浜
の

外
国
人
居
留
地
を
訪
れ
た
も

の
の
、
当
時
学
ん
で
い
た
オ

ラ
ン
ダ
語
が
全
く
通
じ
ず
、

す
ぐ
に
引
き
返
し
て
英
語
を

猛
勉
強
さ
れ
た
お
話
は
あ
ま

り
に
も
有
名
で
あ
る
。

　

最
後
に
塾
長
は
、「
長
い

目
で
見
る
と
人
生
の
選
択
に

正
解
、
不
正
解
は
な
い
。
努

力
と
気
持
ち
の
持
ち
様
に
よ

っ
て
決
ま
る
。
最
も
避
け
る

べ
き
は
、
他
人
の
意
見
に
安

易
に
従
っ
て
選
択
す
る
こ
と

で
あ
る
。
慶
應
義
塾
で
は
独

立
自
尊
の
精
神
を
持
っ
た
人

材
の
育
成
に
励
ん
で
お
り
、

ぜ
ひ
失
敗
を
正
解
に
変
え
る

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
挫
折

か
ら
立
ち
直
る
不
屈
の
精
神

を
持
つ
こ
と
で
人
生
の
選
択

を
正
解
に
し
て
ほ
し
い
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

　

次
い
で
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

株
式
会
社
の
元
代
表
取
締
役

社
長
で
あ
る
渡
辺
捷
昭
氏
か

ら
塾
員
代
表
と
し
て
祝
辞
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
続
き
、
理

工
学
部
の
伊
藤
拓
海
君
が
卒

業
生
代
表
と
し
、
登
壇
し
社

会
に
出
る
上
で
の
決
意
や
支

え
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
語
っ
た
。

　

式
の
後
半
に
は
、
卒
業
25

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
１
９
９

４
年
三
田
会
よ
り
寄
付
目
録

贈
呈
及
び
ご
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
２
０
１
９
年
三
田
会

の
結
成
式
が
行
わ
れ
た
。

　

結
び
に
は
、
会
場
に
い
る

塾
職
員
と
卒
業
生
な
ど
、
慶

應
社
中
に
よ
る
慶
應
讃
歌
斉

唱
が
行
わ
れ
、
無
事
閉
式
と

な
っ
た
。

　

そ
の
後
学
部
ご
と
に
学
位

記
を
手
に
し
た
卒
業
生
た
ち

は
、
会
場
近
く
の
広
場
で
仲

間
た
ち
と
の
写
真
撮
影
を
楽

し
ん
だ
り
、
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
し
て
い
た
。
彼
ら
の

姿
は
、
入
学
時
に
は
ま
だ
垣

間
見
え
た
あ
ど
け
な
さ
よ
り

も
、
４
月
か
ら
社
会
人
を
迎

え
る
と
い
う
期
待
に
満
ち
た

表
情
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
彼

ら
の
後
ろ
姿
は
一
回
り
も
二

回
り
も
大
き
く
見
え
た
の
で

あ
っ
た
。

 

（
４
年　

藏
田
隼
也
）

介
さ
れ
た
。
慶
應
独
自
の
医

学
に
関
す
る
教
え
で
あ
る

「
慶
應
医
学
」
は
先
輩
か
ら

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
自
身
の
医
師

人
生
に
お
い
て
切
り
離
せ
な

い
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
は

後
輩
に
教
え
る
立
場
に
な
る

と
い
う
こ
と
を
述
べ
、
三
四

会
の
役
割
を
語
ら
れ
た
。

　

天
谷
雅
行
医
学
部
長
は
一

生
を
か
け
て
己
の
技
術
と
人

間
性
を
磨
い
て
ほ
し
い
と
述

べ
、
自
ら
乾
杯
の
音
頭
を
と

　

本
年
度
の
謝
恩
会
が
３
月

25
日
19
時
30
分
よ
り
、
グ
ラ

ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
に
お

い
て
、執
り
行
わ
れ
た
。今
年

度
の
卒
業
生
で
あ
る
98
回
生

が
参
列
し
、
会
は
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
進
行
し
た
。

　

長
谷
山　

彰
塾
長
は
挨
拶

に
て
、
医
学
部
開
設
１
０
０

週
年
に
触
れ
、
卒
業
生
に
エ

ー
ル
を
送
ら
れ
た
。

　

武
田
純
三
三
四
会
会
長

は
、
三
四
会
は
約
９
０
０
０

名
の
会
員
が
い
る
こ
と
を
紹

っ
た
。

　

98
回
生
が
卒
業

後
も
更
な
る
飛
躍

を
遂
げ
社
会
の
先

導
者
と
な
る
こ
と

を
願
う
と
と
も

に
、
我
々
在
校
生

も
義
塾
で
学
ぶ
者

と
し
て
の
自
覚
を

よ
り
一
層
強
く
持

ち
、
世
界
の
医
学

の
進
歩
に
寄
与
で

き
る
よ
う
に
研
鑽

を
積
む
必
要
が
あ

る
と
強
く
感
じ
た
。

（
４
年

 

倉
堀
智
一
）

晴れ姿の98回生

平
成
30
年
度
卒
業
式

「
平
成
30
年
度
謝
恩
会
」開
催


